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真の友だちとは… 
先日、５・６年生の教

室の前に行くと黒板に

大きな模造紙が貼られ

ており、漢字４文字がき

れいに描かれていまし

た。教室の子どもたちか

らは「学級の目標をつく

りました～」と教えても

らいました。文字は「絆

夢幸光」で、教室に入っ

てその意味を子どもた

ちに聞くと…  

「絆を深め、夢を持ち、幸せになる、一人一人が光輝く」とのことでした。子どもたち１人１人

が１文字１文字、どの文字にするかを考え、話し合って決めたのだなあとすぐにわかりました。き

れいに描かれていたことを見るのではなく、それまでにみんなで一生懸命話し合ったのだろうなあ

と考え、とても嬉しくなりました。私は「記念に写真を撮ろう」と提案しました。写真に少し戸惑

いを見せた児童がいましたが、他の子が「一緒に撮ろう」と声をかけてくれその子もいい表情で写

真におさまってくれました。 

古代ローマの哲学者キケロの有名な言葉に「友情は繁栄をより輝かせ、分かち合うことで逆境を

軽減される」とあります。子どもたちが成長していく中には楽しいことも、辛いこともあるでしょ

う。そんな時に友だちの存在は非常に大切になってきます。“繁栄をより輝かせる”ような真の友だ

ちを１人でも多く作っていってほしいと願っています。 

☆☆クリスティとのお別れ☆☆ 
本校 ALTとして６年間勤務したクリスティがこの７月を

もって退職し、オーストラリアに帰国することとなりまし

た。子どもたちからも信頼される教師だったためとても残

念です。６月２７日の朝会でお別れのあいさつをしていた

だきました。その中でクリスティからは「自分は日本で英

語の先生をすることを夢にしていました。達成できてとて

も嬉しい。みんなも夢に向かって頑張ってください。」と

言ってみえました。 


